
Ⅰ　はじめに
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調整強化期から文革期への経済建設路線

生れ民倉嶋

ソ連の専門家を全部ひきあ資本の提供を｛亭止し，

われわれの経済を一層困難にしたがんであ

るj と述べている。

1966年に第3次5カ年計画は発足する。 5カ年

におよぶ調整強化の高まりを背柴に， f人民日報1

:ic豆？？は，特大の紅文学で「第 3次6カ年計画の

げて，
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JC且の詞には「わが国の第3次6カ年計画は，わ

が国の国民経済に全国解放後かつてみない有利な

条件があらわれた情勢のもとでスタートをきるの

であるj と述べた。

しかしこの1966年から中国は文化大革命の激動

期にはいる。調整強化による経済の高潮期を迎え

-1966年を迎える」と報じた。同じくJil初の年

じめに

調整強化期とは1961年から1965年を析すι

1966年元日の「人民日報』の「元旦の詞」によ

lまI 

「195前年からはじまった第2次5カ年計画

は，1960年に 2年くりあげて基本的に達成された」

ると、

調盤強化期ながら文化大革命にはいったことは，

の間に諸矛盾が成熟しつつあったことをも意味す

とされている。いわゆる大躍進期といわれる期間

のことである。元旦の詞は続けて， 「それいらい

るものであろう。文芸・思想界で、の批判は19同年われわれは，はじめの 3年間今日までの 5年間，

にすでに激化してν、たのであるが， 1966年にはい

4 n 1s r::1に『解放軍報』が「社会主義文化ると，

あとの 2年聞に

は国民経済の新たな高まりをもりあげて，第 3次

5カ年計画遂行のJこめに各方面か九十分かつ着実

には国民経済企全面的に調整し，

大革命jという言葉を｛¥,tv',6月 1日になると円、

！プロレダリア文化大革命！

6月；1日には，中（ti共産党tp失

と民日報』社説が，

いう；J葉を使い，

委員会は，北京市党委員会の解組を行なL

と述／、て？、る。調設強化な条件を準備し亡きた」

矧の斗とであ為。

文化「19:'i9言＇／，＼J整を余怯エくさJ1j乞：E由i二つνては，

「フ。

大草創立政治の分野に表面化していく。

そしてろ月 113から12日まで｜沼躍された，中国

共産党第 8期中央委員会第11回拡大会議は，

ゴレ々リア文化大革命についての決定」を採択し，

18日に開かれた文革を祝う百万人集会には，初め

われわれ：:t: ＼年連続のひど

L、自？！：：災；（：干仁見舞われ J’こからであり，われ；！－，れの

活動！） 中；こも汁干のに¢,i. と誤け；＇／~J：まれた，う込らで

年カミ九61f「.f二；＇，， f_tて，

フヤ手チョフ修正主義集団が信義しれも、あり、

49 

て紅い腕章の「紅衛兵」が出現した。

わが固にぬきうん次撃をた ι（久数百

重要設備の供衿と技術・

二そむし、て

協定と」時＇J7:: Ti同L



Ⅱ　調整強化期路線の批判
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本稿i土ラ 調整強化期から丈｛ヒ大革命期への， 中

国経済建設路線の転換をもたらした，

な紙！：キ r>ベーンを総合的に捉え，

m中国滞在q1(l）参W1・見聞によってラ

三つの重要

併せて？存者

この転換の

実態を検証的に報告しようとするものである。

「なわち1%6年年初から， 中｜認の党.4lの中央

機関誌紙はこぞって「政治先行」についての論説

を展開し始めた。続いて，調整強化場経済政策の

理論的支柱であった孫d，方！＇Ll ＇.•批判のキャンペー

ン乙：11,W1'lされたっ そして文化大革命力、公然fとする

こととなっ 1乞お月山 1I=! iこ， 毛沢東主席の f五・

七指示Jf注引カ入 『人民日報Jに7十

発去される，， 前月 1nとし、うのは． 立の八期十一

中全会の＊~ 1日目であり， これは文化大革命にと

)-7"、基本的指示で、あ；j，経済政京にとっても:it

本的綱領となるものとなった。

イ事者（/J見解によれば，調整強化期の経済建設路

神くかじ丈（ヒた革命期の経済建設路線への転換i：し

この「政治先行論」の展開と「係it，方批判Jに主

'_ yて準備さ／1_, 「E・じ指示」によって定託した

ものと思；／）.: l.るU

丈化大4;:if，行は‘基本的にはl%1叫二4Jiにrm催さ

れたct'i9期党主：［tJ大会で、総括をみたとされるが，

経済政策のo'ilでii, 1971年かλ第 4次；） !J年，d-]1ili

i二Jよいって1、るコ 'f古；土1966年11月～l三Jlの訪中

と、 19β9与1PJ～［（17'._;fド1J-J v) r! 1 1:w iWi {Eて小に， キ壬

i斉建誌の各＜ ell；よミ態に触れることができたの こり〉

期間il司 ！？日経t斉が「3,：・七j旨示」 ｛とJR1,1Jして勿

力してL、たfl寺期と L、うことができょう。

Cl 1) i干;f;}j '.t t＇主11i二：了JJlf＼中，lj人 （， ，＇：＇’伊、.J1972 

•illメ l て L -~ , 1')5(i'li l'.:!)j上ぬlitぷ示日比iくれ ：：：：ο1959

:1 'J !J～fil半日 ,: ,,J f,1c,,I川 J品川k0 1%1;1 6 JJ •i'!t~ 

; i字f〕 tfl丘O！；乙；ffI ri Jc C 」＇＼！ KJJ 1966"1 ci¥lOJl'i ,, iこ

ごと 1%“I ：： ソ， 59～hH〔）片Iff（長t有Htfiぷに 2／支

i人l,: lリ｝〈』 1966＂ド日） j8 ,J ,; iこι；＿ L ':, T 

ラ。

でにこの時点で彼のi.l;1.; U：「中［可F；学院経J斉研究所的

存fi七」 ζなっている。

cuニ2) 1967年 5Jl 7 d 『人民打線』は♂必fiむこ

大立く［令［叫を -cバ＊，以必の大きな学校にしなければ

な，・） ないJ': £立する社v況を交I<L，その文頭に「これ

U 19661下5)J 7 ll, j)jしん tらiiJ:大九、伝：初i[l＇.！，＼＇，か， 十七

彪Htcに法った一通の子紙の，1，にあ ｛J，全凶人i(，こ leづ

け：発した伴大な呼むかげである。ごζ主＇，＇，＇，＇ ｝） “五・じ

Jli，；、”は一－ノゾyきわめて豆窃な歴史的自主義を＋：1＇） 文献

ごあゐ。これはマルクス・レーニンJ主主主主改与／－＼を［而iす

よユ Xii発民ごあるJと；，tべて「Ji.・ーじお;y,J発N.1 //;j',j' 

,;t＇..：，社 ，J1としてし。る。

1; t; r r,: .七Jr,1, 」モジ）も，；ノU, 1966年8月 1U ＇ノ

f人｝0:I i以Jti必「'i':1£1/J；亡沢東J出足lc'J大 3な学校二

なんなけHLよなら，二いー 人民解於IP:HIJ設三 i)LJ/d ヨI二

を山！ノ下してJci), f1,: rさ！、主ノt., r:r八時iドUL：之 J J才ο
J パこJ:1!!13しとし、ろj士、々そ I，、、：11；て）8夫＇；，：しずし

心〉

II 調整強化期路線の批判

政治先行識の展開

人民解放軍は， その機関紙『解放軍報』に政治

先行；こっL、ての社説を， 1966年の元Eから掲載し

始以入 3 J-J三:lH主でに， これに関する六つの社説

を発交した！/L 1 ) ,. J'人li（！報』はこ,leをうけて 4

)-j(-; t:'lに第一論， 14flに第二論，幻日に第三副首を

発表したI/!"_2 'o 第一および第二論がこのキャン J二

、ン J）核心iこ触れるものであろう。

第一論はその口頭に、政治を先行させるかどう

か すとk~) t), 政；－（？ と経i斉ある L、；土政治と業f主

の相互の位置づけに関する問題はかなり長い間，

真剣にーたえられなかったか， または十分に理解さ

また，革命は成功し，

中［J_;jはすーでに社会主義建設の段階にはい｝〉ごし、る

している。;j Lなかっfこと、

tり；二， なにさといまさら唱政治先行を論じなければ

td：らぷL、J）カ‘， といった豆：見をJ守つ吉山多かった

ことを示唆しごし、る。



(1) 政治と経済または業務

政治先行論は，まず政治と経済の関係について

明らかにする。 「政治とは，それが革命的なもの

であれ，反革命的なものであれ，みな階級対階級

の闘争である」，「経済が基礎であり，政治は経済

の集中的表現であるJと毛沢東主席の言葉を引用

する。経済制度は，政治に依拠して，自らのため

に道をきりひらき，政治に依拠してそれを守り，

発展させる。政治は経済的基礎に奉仕するものな

のであると述べる。

またレーニンの言葉を引用して次のように述べ

る。 「ある階級が，もし，政治的に正しく問題を

処理しなければ，その支配を維持することができ

ず，したがって，その生産任務を解決することも

できないJ，「政治は経済にくらべて，第一位を占

めないわけにはいかない」。

政治と経済の関係については，第二論にはいっ

てさらに具体的な政治と業務の関係について論ず

る形で，その相互関係を明らかにしようとする努

力が続けられる。 「政治を先行させ，政治を第 1

に重要な地位に置くか，それとも政治を軽視して，

業務を第 1に重要な地位におくかー これはわが

国の革命と建設の成敗にかかわる大問題である」

と述べる。

そして「社会主義を敵視するブ、ルジョア知識分

子は，いつも“業務知識”をたてにとり， “政治

に関心をもたない”という超然としたポーズをと

り，業務を重視し政治を軽視するさまざまな誤っ

た議論をまきちらして，大衆をマヒさせ，業務活

動の指導権をのっとり，業務活動を資本主義の道

にひき込むものである」と主張する。

また一部の大衆は， 「往々 にして， プソレジョア

専門家やブルジョア教授を盲信し，業務を重視し，

政治を軽視し，意識的あるいは無意識的に技術ー

点張リの観点を発展させ，業務だけに没頭して政

治に関心をもたず，その結果，業務活動の方向を

見失Lひついには業務活動を邪道にすべりこま」

す結果を招いていると述べる。

それでは政治と業務は一体どのような関係にあ

るのだろうか。 「政治とは方向であり，業務とは

政治の方向を実現する手段または技術である」

「政治は経済にくらべて，第一位を占めないわけ

にはL、かない。業務は政治の方向を実現する手段

または技術である」というのがその回答である。

しかしこのような主張は，業務に忙殺されている

多くの技術者，専門家にそう容易に理解されてい

くものではないであろう。

『大公報』は， 『解放軍報』の政治先行に関す

る社説を，財政貿易部門にとってもおおいに啓発

されるところがあり，教益がある。政治と生産，

政治と業務，政治と技術等にもやはり「統帥と被

統帥」という関係が存在しているとして，興味あ

る議論を紹介する（注3）。

すなわち政治が重大であるということは，業務

重視派にとっては業務上でよい成果を上げるため

のものであり，千遍万遍政治第ーを説えたところ

で，やっぱり軍人ならば，射撃と投弾などで良い

成績をあげることである。政治工作は保証作用，

助手作用，協同作用を持つものであり，業務成果

向上を促進できるだけのものである。 「政治第ー

を幾万四となえたところで，結局は，経済建設に

おける業務で成果をあげることが第ーである」と

L、う業務重視派の人びとには払拭しきれないしか

し誤てる発想に，ともすれば人びとは迷い込むの

であると，政治先行派は説くのである。

そして，政治先行派は，前述の第二論におし、て

「ある同志は，政治を業務完遂の手段とみる誤り

におち入っている」と主張し，また「これは政治

ラI
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する”とだ7えて，業筋にだけ没頭して政治に関心と批判先行；二／こし、ナる実用主義的f三態度でふるj

その結果を持fこl(：.、ょう与ことを続けてし、ると，して LI るつ

ゾ連l>-iJI表，中国におし、ても，種々さまざまなは，ソi主（；＇）救，:ill(2) 

改造されてL、ないブルジョア分子や堕落変質分子'J！主が強く怠識政1台光frir片山

“学者”の姿をとってL、わゆる“等ドヲ家＼1J.,, 、／「アルシイーョフ修正主主ミ集日；t.さjして＇＜＇る c

一部tI）地fチ極の業務部門にもぐりこみ，事し
み
d
h川見一

一
dIll：界ftえ連v＇）党とiムi京心指導桜台草、、l[,: ） てh' ,, , 

方や組織内指導権をかすめ取ることになるであろ

うと述Jよ一日、る。

-）玄り，；文化大革命全民間していく二ととなる

初｛／〉社会主主｜付金資本主義復活山道に，JI.き込ん

二Jぺう／；資本主二，r)i:t巳刈／ょ時史的干；；，；l!ilしJト
j」 c,

どのようにナれ；白壁；「ふこと／J＇でき
」」ム - - ' 

4、しl)i足 i~ ， 乞，

少数の長n，；能分子ベコJ抗日吉に政治光f-i;11~ グ〉主ソ•Jlえ 1 上，!; ,, , 
／二三勺 ζ 十f/,( わjddt Jン真剣にるカ＇（二 J ' L、て，

指導をゆ／ニねると L、うよりは，多数のん衆（！）プ］(;: f,.!l{¥j七，jr王誌i'i!i引の二jL；土，L、よぺにし）ごし、る。

そjLに｛tt込していこうというものであ；； , ｛五じ，きハめてt豆大歴史；二 ~3L、て、解決されてL、之、）

L、i) ゆる k.i袋路t混と L、tJh/.::,:_n1；であるJとび）f，巳機玄武が政治Yeii~：」1 ：主民illな！日j；三でんふl

二三大主主呉13) 
4 した丈lµ;i1~ i二l土ある

さらに政泊先行じザパ、てのキャレペーンにおいI -1 •c ：千三I-7修正主義ケJc－－，：土、主さに“経

二大差異につL、てでめる一三大て重要な::lJ［；土，“知可哀第

“r,it[llj家’二

“業j芳江：“J支件J第 ペ；斉詳J ・", 

「労働者と也氏の差呉、 lfi¥1¥-fと農村山

差異，ドミi体労働と頭脳労働の差異を縮少しふけ.it

差呉と；工、一”／（ど ：＇） ス口一：りや〆 士7モ＇！ニし司

“’下出竹；士 i'li壬すζ）大誌のブ！l--'., i ア分子ヤi；在i客
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τrご f、／／ "'.)  ！こ上il巴u:~ ;; , :t nヨ：引←klる

ひL、てはJラi段；二j長ふ物 ！:ef主ノ＼；；ミ，f十；二r・J全どり，

！？占 J,~~ !J・あるとはぐいる I

と；る＇＇手？？
？ヲレ川〉ι，＿ ι－ ＇’ー下 1斗よーし？ ？ ）ご工十日，，今｝〆J ど；一、こ王；，～ h、i

と中［i）で tIでh二、 f;_if；山ノ，）－if-.“手門家

とりもIiおさず，）兵業と工：

業という産業向山十九差， f:Jtと111;rtiとしウ地J-iiX:il可

i大1fJ尽の！NUノレi土、tぜ、主ごも／；＇ ,'.; ,Jブ〈き

心、：~：Ji-JJ をしーにごむり、ひいてはい／つ：＇；＜什j直方ヤ

片L位乞支自己5えしていると九て＇， .c:, 

く；二 1i寸い：干ーの分担？で喝

知識人と筋肉労働者という断層！日jの格差ぴ）!ti差，

一［跡＇）人格にお全対iH・＇しようというものであり，トr純♂ノ1l:flJのたよ、巴二ヰι：・＿；，，’L亡し、る

1r1;:if1を主巨m；；・る（以内てわ。i、%H5
，
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すなわち，大都市や特定地域にのみ， 人口や資

本技術，文化などが集積、 集中することを否定

する主張である。 なぜな c；ば，議中iま大都市｛むを

意味し，農工聞や地域間の経済上の格差や，文化

上や厚生福利上の格差発生あるいは拡大を意味

し，特殊専門家集団の結成を意味し，ひいては社

会主詫体制の理念に反寸る特権附i討の発生を意味

？と＇/pらである。

政1台先行論の主張社つ主るところ、三大差異の

拡大主防止し，縮少させてゆくた tれには経済第一，

業務第一的な発想、や政策を是正，抑制していかね

ばならぬということであろう。三三大差異の縮少こ

そが第一義的問題であって，業務能率や経済効率

が第一義的問題ではないとの主張である。業務や

；汗 1こ先行する第一i史的問題を忘れではならず，

それ；ま三大差異の縮ゆをjffiめることなのである

共t
w 『 三れが縮少せず，拡大するのであるならば，

業務や経済はその能率を犠牲にしても，尊重せね

ばならぬ原則があるはずである。それが革命の理

念である。 これを文化大革命推進派は，政治先行

という表現で主張したのである。

2. 孫冶方批判の展開

i 1) 批判の集中

中国科学院経済研究所前所長・孫冶方の批判は

19刷 fFs月8日の『人民日報Jに発表された「孫

冶方の“理論”は修正主義の謬論」 と題された貢

文7討の論文に始まる。以降8月いっぱい『人民日

報』，『紅旗』そして，特に『大公報』等の各紙は，

連打、大量の激しい批、l'!Jを孫；台：）jに主中する〈注7)。

:JJl:'l'IJが開始された8月自民主；，rr'lJlな意味を持つ

ものであることは言う土で 'l.,ない｛文化大革命を

党r！吋とが公然化させた付期11［，日目1央委員会拡大

会議の終結の日に当り， 当日， 中央委員会の「フ。

ロレタリア文化大革命についての決定」も採択さ

れてL、るリつまり文化大革命が公然｛とするのを待

-てフ k、‘ 一挙iこ批判が展開されたのである。

「f,i；古方は長い間，狂気のように党に反対し，

社会主義に反対し，毛沢東思想、に反対してきた。

その罪悪は累々としており， その悪名は知れわた

かれは資本主義の道を歩むっていた。 ところが，

党内一部の実権派に庇護されてLパたため， こhま

で，jj~ うけるべき批判と闘争をうけたか－－，たj と

ある批判論文日8）は述べている。

彼を庇護していた資本主義のj立を歩むー部の実

権派遣の党内序列は，

大幡に変動しており，

この 8期11凹中央委員会で

7月 1日の「人民日報』社

毛沢東，霊1］少奇，周恩来，林彪という

8月18日には，毛沢東、林彪，周恩来と

変わり、国家主席であった劉少奇の党内序列は第

割による，

序列は，

'.2 {ilカミム手JS位へと後退し、 やがて失）l却すること

をなみ

孫冶方批判の論文， キャンペーンは，孫冶方が

長期にわたって発表してきた多大の論文から詳細

な根拠を求め，批判の論拠を明示して行なわれて

いるものであるが， ここで筆者はその論拠の真否

を11:1うものではない。文化大革命推進派へ批判

せんとしたものはなんであったのか，孫1f：方の経

済政策（T)いかなる側面を批判せんとしているのか

という三とのみを問うのである。

批判派にいわせると，孫冶方は「1956年， ソ連

共産党第20回大会後まもなく，訪ソして， フルシ

チョフ修正主義の黒い商品を， そっくりそのまま

う；け、れ／こ」という〈注9）。以下司文京推進派の批

判すら孫；f；方の経済政策の基調をうかがうことに

するつ

(2) 係；f；方批判

多大の孫冶方批判論文の中にあって，最も総括

的でありかつ論拠も明確である論文は， 『人民日

ラ3
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相uでは，月丈声の「係i台カぴ〉れ王監店、；主修正主

主の謬論」［別 8. 8）と『大公報£ （！）柴茂浜論文

「孫；白｝fの皮革命修正主義経済綱領jであろうが，

..- , .. 1干

ごぜ） ' －ー， これら批判キャンベー〉を総括集約した

もわが， J予LQ資』 Gli¥p第1()期の， 本f三、暁休のi車

合論文「孫；f；方の反動的な政治的立場と経済調鼠

〕－－ ' ___,- , --- .l ザ ド

• -_) w、＇， I ,_. i,~ ；＿，ソ。 、ー、F v司、L

」－ ~" ll, 二の了来〔民Iii合

：；えっこft<"'－て，野：;f；方の主張とその批判の唆点を紹

介しとう二

主ず政治的立場；こっし、て 4点、か九t!tt'IJがなされ

ている。要行は；欠の通りである。

：右 l＇二孫、； ｛o'-J；：土，経済発民のためにはラ階殺間

争，〆:iまり人ど人の悶係より i土、 人と物との矛盾

を守主搾する要があると主張したよ あ「〉ゆる経i斉間

題の秘密が 製品を分子とし，労働時間を分母と

寸一る公式の中にあるとしたっ社会主誌と資本主義

との闘争の中で，誰が勝九0ftが負けるかの問題

とどの〆:iまl〕、 どのように分母を小さくし，

分子を大きくするかの問題にすぎな1、としたc

れほ階級闘争を放棄させる主張ではないか～

す5三1こ彼l土， 政治先行に反対した。政治先行，liiil

7斤；主l土、経済を離れて政治を語り，大衆路線と政

治による「抗卒」を，客観的経済法則にとマ、てか

わらせ『政治的に問題士解釈しただけで，経済的

に問題を解決しtt1ぜ、 lコ それは，たんに詑念論的観

点であるばかりか，経済学にあじわれたなまけも

のの汚えであると見るJ 最少の労働の治耗（！［c:さ

fこう）Nv1とq;Jに（j；化された労働の；昨毛）で、長大の効果

をあげることこそ政治による「続；ギjでえい、か。

これは費用と効用の関係のことであ勺て， 「政治

統率］ と；土最少の投資あるy、；土原価で， .Ii｝大の手IJ

i間をあげることであると彼は主張している。

i土ブルジヲア Lハ利潤絞：字、手！Ji~耳第一前ではないの

よ

I,・＂

ラ4

第 3に彼は，総路線，大躍進， 人民公社を攻撃し

た。彼は党の総路線など一連の方針は，すべて未

だ上部構造政治学の範囲内に限られており，経済

関係を反映しないものであり， 主観主義的なもの

であるとみたO 彼は大躍進を，重大な比率失調；

すでに製造された国民の財富をスクラップに変え

るもの‘ yじ手を食いつくしたもの：頭にきたもの；

f. ＼；、、、i主

弘 」 一二 J＇－！こ＂、. 人民公社化運動を， 生産力をはなれ

て生産関係を語るもの；せっかたな冒進：主観的

唯心論の錯誤ど述べた。

f弓τ.，宇
河す ιi h」， 毛沢東思想に反対オるために，彼は，

伝統的教条主義に反対するといい、経済学におい

ては， 自然経済論に反対するといっているが， i皮

は毛主席の思想、，経済論を，伝統的教条主義と呼

t芸、 白然経済論と呼んでいるのである。

次に孫if；方の経済綱領について，同じく 4点Jうふ

r:,tttllJがなされている。要点は次の通りである。

お1に孫、治方は利潤による「統率Jを宣伝した。

彼；ま，社会主義で利潤指標の名誉を回復し，計両

経済の管理体制における利潤指標の地位を高めな

ければならtn、と主張したc また彼は，利潤は企

業経常の良しあしをもっとも集中的に示すもので

あり，社会的平均干lj潤率は， どの企業にとっても

到達しなければならない水準であり， この水準を

上回ったものが，先進的な企業であり， この水準

に到達しないものが立ちおくれた企業で、あると述

さらには，利潤の多寡によって社会の投資
_ .. ,. 
－、 1-o

}fi,1Jを決定せよと主張した。これら一連の主張は、

資本主義への道を歩む以外の何ものでもなL、。

第2に彼；ま，企業の自治を鼓吹して「小権」；土

企業iこ， ［大権jl土民家にと述べた。小権とは，

(1）企業は生産計画を白分で作成する権限をもち，

i詞宗は企業に品種， 生産高，品質などの計画指標

を与えではならず，（2）企業は償却資金の全額を白
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由に処理し，固定資産の補修，更新を自分で決定

する権限をれち，さらには国定資産を自由に売買

する権限までもつ。（3）国家による統一的な物資発

給制度を路止し，企業は購質・販売関係を自分で

調整し，製品を自由に売買する権限をもっ。

もし孫、；台方の上記のような主張を進めるなら，

国家と企業との関係は，事実上，貸付資本家と産

業資本家との関係に変化してしまうこととなる。

なぜなら国家の大権は，資金の投下と手l]if~のi奴納

というこつのことだけになるからである。

第3に彼は，自由市場，各戸請負制を鼓吹した。

1959年から 3年の経済閣難期に，彼はー大衆が集

団への確信を失ってしまった時，生産を促進する

ことができさえすれば，生産を各農家へ請負わせ

る組織形態や，農地を借り入れて飢僅をしのぐ組

織形態を軽々しく否定してはならなU、と主張し，

いわゆる「三自ー包JCitl仰を鼓吹した

第 4に価値法則第ーを主張した。彼によると資

本主義社会であると，社会主義社会であるとを問

わず，共産主義社会においてさえ，価値｛土民ljは同

じように，技術の進歩と生産力の発展を促進する

作用があり，生産調節者としての作用をもっと主

張したっ被は資本主義と社会主義の共通性を否定

するこどはできないと述べている。

以上のように，孫冶方は経済学界にあって，毛

沢東思想を「統帥」にするとか，政治を「統帥」

にするということではなしに，利潤を「統帥j と

し，金践を「統帥」とすることを主張し，社会主

義の生産関係を変質させ，社会主義企業を資本主

義企業に変えんとする経済政策を行なうものだと

の批判を文化大革命推進派から受けたのである。

そして事実，孫子台方は文革の発動されるまでの十

年余，活発な文筆活動を行ない，文革前には科学

院の経済研究所所長として，調整強化期の経済政

策に関与していたのである。

孫冶方の行なった，大躍進期から経済困難期に

おける党の経済政策批判に， 「つかめば殺してし

まい，死ねば慌て，慌てれば放し，放せば乱れ，

乱れればっかむ ーといったこのような繰り返し

であるj位 1むという発言のあることは毛沢東主席

らを著しく刺激するものであったに違いない。

〈注 1) r解放箪報』は入手できないが，この政治

先？？社説は， 「大公報』に転絞された。かっこ内のn
H l土転載されと IT'｝.：公報』の口f、i。

第一論66・1・1r毛沢東思J旬、の偉大な赤旗をより

尚〈揚げ，引続き政治を先行させ，断固として五原則

を執行するために闘争せよ」（66・1・ 3) 

な二論66・2・9「“公”の・＇｛＇ ！ごついて提P／＇，する i

(66・2・10〕。
第三論66・2・14「もっとも重要な，もっとも根本

的な戦略」（66・2 • 15〕。

第四論66・2・18「政治が軍事を統帥し，政治が－

l;/J ；＼，統帥するJ(66・2・19)o

,g五論66・3・2「毛主席の書を全軍の各種工（tv,

殺向指示とみなせ」（66・3・3）。

第六論66・3・23「唯物論合提唱し，生きた思想、を

itJi[,'TI把緩せよ」（66・3・24）。

（注2) 『人民日報』の政治先行社説は次の通り o

t存一論66・4・6「政治安先行させることがすべて

の活動の根本である。」

第二論66・4・14「政治が業務を統的する」。

f｛~三論66 ・ 4 ・ 22 「政治を先行させるには毛沢東忠

恕による統率を堅持しなければならないJ。

（注3〕 『解放軍報』の政治先行に関する社説第四

論（66・2・19〕 「政治が軍事を統的し，政治が一切

を統帥する」を転載するに当って付した『大公報』編

耳～郊の読書。

く注4) 『人民 r1報』政治先汀社説第一論（66・4

• 6）。

（注5) 『人民日報』政治先行社説第二論（66・4

• 14）。

（注6) 『人民口報』致治先行社説第一論（66・4

• 6〕。

（注7〕 (A）『人民日報』関係

①「毛沢東思想の偉大な紅旗を高く挙げて孫冶方の

ララ
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具体的な文·~主の方針としたっ党中央委員会に対す

また「人民日報』社説る毛主席の指示を意味し，

「さ

L、きん、主沢東同志はつぎのように指摘している」

云々という形で「正・七指示j を公表している。

以後文化大革命の総指針，文京下の国造り，経済

主設の総綱領ともいうべきものとなって，，ぺ。

同年5月7日付で毛沢東「互・じj の由来i土，

ii"' J主義，；＇＇＂ ria1,・ ;,:1 [': Y;: • i比宇IJL ; ; ': !.111 i.てt,1也許

可J門か、 J ゴャンヘ ン LR JJ 9い， 111i）っ

2「i子、：，＇，＇.＇.（ I,:II( ・,:t';' '1下で）／c''<I ;:;j (,irll.[ f；学院

任Ji「／Weep；「，，：，ニ／11!J:Iか・. '.CZ ).~, 8 JJ 1'.'' I）コ

. -fr iii if 'j気iFjlc“待j汗，！lj 'ii”三ルふ

立；i'I，自，J10 I、）っ
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il 'c)i/.1.i':, 

として全国に発表した。社説はその文q1で，

(Ji: 

主席かん林！日玉i防相に送られた子紙で、指示された

「五；・仁指示！と呼ばれること左なっことわら、

た。以後中i討の社会主義建設の各分野に広範に展

:' l 「，c''.,; ＿＇.メ：.1.1＇）（＇，＇ ペノJf~I/ ・o ¥:1：戸けずi五台 ！J' 

れff.主、：，，＇；＇ l出モ ii:i;'( (; ！と1t!IJ L，よソ J L U} I Yこ九 ＇！，＇/1‘ 

J,t lj ,-, ,-; ＇一→，， ( g IJ 10'1、lf,I , l自 i‘＇.＇31:' 「五・七幹部学校j，「五・？日もなお，｜主iされ，

I [L・仁幹校F付属中学j等々の名称七連合工場」，

すべてこの 5月7

口付けの毛沢東主席の書簡に端を発している。

［五・じ指示jが，林J./[ii:r、i防相先に出された古

文化この指示の内容が，簡であるということと，
、／J.'}I近付「守人、

＇＇！ 干，，

またそれは中国社会主義建

設や経済建設の総指針たる内容を持つものである

こととはJ.l!J筒のことがらであろう。書簡は，全党

全人民への呼びかけであり，全党員，全人民に“ 乞司、、

8 JI 8 , I）ι 
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として｛~/1] されているものは，
ti Li',J（；「v

k、

大本命の理念を示し，

読まれ，理解されることが期待されて書かれたも

「林Jl三J個人に直接的全面的にかかわりのでおり，

；｝うものどして！日されたものではないのである。文平JUJ，／｝ 路！誌とその11(I井！皿

この指示の発'J.f.i士、 J,f以来しつように、，＇ '' ご＇） ,_, 

民rm6れてきた，政治先行か業務先行かについて！五・七指示」の発表

花去ii寺期刀 r立要仕

－

）

 l
 

l

（
 

キャンペーンに対しては，総括を与え，び），命字、

党中央としての回答を与えるものであった。すな

われ，政治先行派、文京推進派が，党中央の指導

権を乍握し，業務重視派を拘iえたことの表われで

i '13 lを苦！ J圭に政治第一・の観点を強く

]i. じ；十i示」と呼；£れると主r,,i•:Jコ H-'h 《／1;.iとJとさ

こ円iI 7J ‘ Th写~7, l /:_ ：＇）；上、 1 ()(if，＂－［でお刀］「 lである

もを〉つ7こ‘

文化大革命の公然jこるスケー

L♂）；お l11であるからである。 rpI Si 」l;,j吃第付期

中央委以会日11日比大会議の第 111 fl ，二/Jtじであ

をも J/) ::1, ' 句、n 

政三大差異ーの÷~~少に沿うか否かこそが，要求し，

it，先ii"!::！，；＿ るカ‘な Vぬかの指針であること ！S:示し

たのである。

二円q1'.tとl.'民会i土，N月＂＇ nに丈化大卒：(tiを民

制していくうミでハlfi力条の原氏I］を決定し川、 l>, 
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!2）その内$

その内容［士きわし九て簡単明日夜といえるう短いう

平日月な丈章で民衆に，fffりかけてL、らJ 二つの部分

に犬山され， f11J'l'-1土人民解放軍；こ対する指：；Jミであ

り‘ i支、ドl土ζtltl:

Cア1人R手；二対寸るfを半：，：：う〉；士’工、註宇；偶ti、公世‘の長

jそ、 ，、手生：：sヒつl；百？匙‘仲一：二れス主、＼1二.政！何f免！怒の

要民ど4仁J〉て；；－； :1司九iFl'0c-1解放軍にけする l,（.りと

合わせて五つの短かいノ2ラゲラフかん成、ている

に過ぎな：／、しか七各々内容的には同ーと也、える。

つまり、·，~＇.；二お L 、ても学業を行fι ＇， ', t!-1＇.τJ；：をr芋

び， i~ ＂t ， 工業を行ない『大＼Jたf円安）J t： 行なわ ~UJ

h1~ t( ，－，ず， E荒労働背七'QI'ドを学び，，＇＇／：~を行

tcい司法主を／ 1二tc;，、大埠ti！，初J1,行f仁わ／？仁 itれ；工

/1翫らな

しても以、－F同i革のく：1〆豆しであるC も九ろんラ工

業労働者［土工業を中心；二，民民i土｛＼＇.＇亡を中心に Yr

,'[" ', tf'I:川市二 jーか s:J全i伝的にことをfj'-なえと

いう指示である c L 方、し「［，t]時iこすべてをかわる

ことはできな γ＇＇」とその 4 節にふる。 '1j：）前であ

るぺ同時に設工兵学を行なえなし、であろう c しか

L条件J〕；trすかぎり可能なかぎり、あらゆら人守

が，あら IflるJ也，')oc，あらゆる部門で町；.：1荒もう工業

もヲ軍Tj:;（、 芋ご長も，政；｛'iii刊bも行なえと十うの

, I Ji：・ーじ指示jしり1,fq容である

内容はτ¥1¥ijであるとはL、え‘このおiJ;i土， 1千：；1主

な分；$＿：，寺門京によって 7発展・成長j してきた

近代丈11月・近代産業に対する挑戦を内，~ょしているわ

分業・寺門化による能率｛L，生産性一向上といった

L、；]JばflIりj/) jJ耳 19＇.近代（ヒ~u:;:t1 二 k,tする w イベ工作［〉；二

と｛パ、えむ挑戦を；＂；－んでいるか「 pである。つまり

過度な分主化・専門（ヒの否定である。 イi小＇）人終

において‘ A つのi土会主同に.tso、て、あるいは《

定 l)地J＆：ニj品、て，可能なかぎり全面1'1":Jに，工主ァ

ミ業，軍事，学業等を合わせ発展させよというも

のであるc

（おその背長

三のような！五・七指示」の発Nされる背長に

は、調整強化期以来，党＇ r：央の採〉てきた、業務

；左中：第一主主主，手rJ；倒率重視，経済1il川区訟良rJ第一主

主に；けする，存以来h志向してきた、政治先行論の

？お舌と Lての；む！見、があるのは当？！とであるつ

ヤ門家，技術手七学者等，分業｛ヒL，専門化した

少数の特定〆人間集団iこ対する強烈なli¥1＇，、かけであ

づたとし刈、うるであろう。これらの専門家・生11tnt

人はいわ；工＼軍事，農業，工業，財政．余商：，貿

易、商業，文化，教育，科学等々中国のあらゆる

分野のm導的地位にあっ亡，その権限をfrf吏して

い、たであろうっ故に，文化大革命は士さにあら

ゆる iドiLj丈化文明の担い手達に対する挑戦であ

f），周恩来総J:lllの発言の通りほ21これは「Li1 IE!fic 

I主党と田家の運命にかかわる第・義的大I]＼］題jで

あり、あ「〉ゆる人々の魂に深く触れる：革命であり，

この「革命l土、 tH界の現在と将来にはかりしれな

L、影響を及ぼすす、の〈つ 3）であ J Yたといろ側面を，

確かに持つものであったんう c

つまり「素人がくろう ξをtr;，存する二となどで

きf仏、！という言葉の重みが，広範な大衆に対し

過庄の屯圧にな 1 たとき，いL、かえれば、三大差

央Aが拡大しすぎたとき，専門化しすぎた人間集団

や地域十なわお都市に対し，大衆が起t-,L：が －－,tこ

とL、L、うるのであろう。 「五・七指示jはそのか

け11r, ＼｝く干ずであ ＇｝ たと L旬、うるであろうっ

さらに「正・七指示jのご宵去として重要なこと

は，［｝J!Ui問題であ石。ベトナム戦争は19GS年春の

北限開始に二り激化の一途をたどり，中WI国境に

主でi色λうとしていた。日米安保体制下に進めら

れt，日本自衛隊の強化は単に中田包囲網の強化以

ラ7
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上；二，中国侵攻の青写真を持って進められてL、る

と中［1当iこ理解させるものがあったっ中、／関係は緊

張し口、た「当時の中l斗の論調に「米IIゾハ反中

国“沖ll'!I司llil＇’」と L、う表現がある吋

この上うな孤立状態の中にあ勺て採られる同防

戦略はやはり伝統の人民戦争路線であろう η すで

に196::i年の夏刀、ら秋にかけて発表された一寸車のi可

防戦略；二閉する論文＇！ J:4＼にお」、て， この路線は確

定していたコ人民戦争の戦略；土I_）まるところ，領

地の守備にとらわれることなく，散を引き込み，

持久戦を行ない、敵がiitめば:iE:き，停れば撹乱し，

疲れれば惣t)' JfSけば迫撃するというもので，全

人民に依拠L，各地域， f干：集団が，独白に持久戦

を行ない：iら能力を持つごとを求めるものであ

りラ 「五・七指示」はこの戦略に沿う点わであっ

た二とに i，伺意する必要があろう戸

2. 「五・七指示jへの指向

「五・七指示」が，具体的にはどのように展開

されつつあと〉かとし、う問題意識を持つ者にとっ

て．中国での滞在生活中iこ見聞したその展開の亨

（刊を列挙十ることはきわめて容易なことであるっ

こ／）回で、進められつつある国造りや，経済建設は

非常に資本主主主諸凪のそれどは異質のものである

ことにすくず気付くのである。

( 11 解放軍の場合

たとえば司北広市内の任意の薬屋にiよL、り，

服の風邪薬を買う場合にも，その包装紙に印刷さ

れている製造7亡に，解放軍某部隊の名を見るとい

う上うなことは珍しいことではないゾこれは軍が

営む製薬工場が，社会に商品を提供してし、ること

を示している。

また解放軍の兵士i圭；土，早朝にはinr＇すから，残

飯や糞尿の搬出を堂々と行なってL、る。これは兵

士達が，食料n給率向上の部隊問競争を進めてお

ラ8

り，養豚や食糧生産に励んでいることを示九筆

者の参観した北京 196師団は，食料の自給率制%

であるといい，味噌，正油，豆腐等の食品加工

場，軍服製造の経製工場， 72種類の薬品を造る製

薬工場，達豚場，種豚場，農場，学校等々，軍隊

でもあり，公社でもあり噌工場でもあり，中等高

等の教育を受けられる学校でもあった。

(2) 五・七幹部学校の場｛t

筆者の見学しJ たのは「北京市東城区五・七幹部

学校Jであるが，これは東城I互に所在する政府機

関，学校等に勤務するいわば「頭脳労働者jのは

いる「学校Jであるが，別に教室があったり，試

験があったりするわけではない。あるのは全く自

力更生の精神で開拓された130ヘクタールの水田、

5ヘクタールの野菜畑，市販されるパケツ，ジョ

-P，雨棉の製造工場，レンガ焼き工場，靴・洋

服修理部，農機具製造修理工場，食堂，医務室，

図書宝等守であるの

この学校のあらゆる部門に働く人ひ、とは皆，素

人であるが，ここで農業を学び，工業を学び，軍

事訓練を受け，食事作りに参加し，研修も受けて

いる。教師は，近郷の公社から招く本当の老農で

あったり，この学校に在校中の，前北京市工業局

局長であったりするので，良き講師にこと欠かぬ

上ろである。

しかし，幹部学校は決してなま易しい研修所で

はないようである。豚小屋の清掃とか，市内から

の汚物の還撫，零 iご20度にもおよぶ，華北平原の

寒風吹きすさぶ中での開墾，食糧自給率向上につ

いてのその他の幹部学校との競争な乙中央官庁

の杭に1,,]）：）込っていた高級幹部にとって，この学校

i土決して気安く入校したり，退校したりできる学

校ではないであろう。

(3) 一般学校の場合
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組織的に働きにいっているO そのために革命委員

会にこの仁場と公社から人が派遣されているので

あり噌学校の運営決定に労・農が参画している 2

今や一つの

工場であるわ学生達はあたかも工場労傍若ーであ

工科大予として有名なi青空：大！？は，

ザ弓 τミi古苓大学製造の小型トラックもあるc九！

その労働に f礼、もらろん労働参加に当つては，と7 ：’ γ以外：tみな肖校製造であると L、〕この小

ての理論的，技術的予有・学習を学生達は行なう

講師は時に圧延工場と人民公社の技師

また老農であったりしている。解放

軍か「予派遣されてし、るいわば配属将校、は，学生に

軍事教練を行なって鍛える。すなわち学校そのも

のが民兵の一組織となっている。

なぜ；＇.司；jヒ ；~c I l1内で、実際業誌に使用されて－：，、るの

を時』見かけたものであるじ

しカ.I＿大学~ ;ip~造ナる得意；のものは，百十j郎君号機

λL -. ＼＿宍i主ヤヒ海で見学した幾つものて！J;¥-で，

,r十器割に‘清華大学など大学の製品をみかけたコ

もt，ろん量産されているわけではn,1：トラ rケ（土，

のであり，

であ♂，tこり

この学校自体が学校の近くの町工場を¥- 1・ I，ー
J り 旨 ） 令工場見学をしても，機械なぎに全く素人であり観

察能力引なL、望者l士‘主として工作機械類に貼り

ヤス lJを製造出前し口、るが，労働力の主力は学

生で，技術指導者は昔からのこの町工場の職人労

働者であるつ

--ouから見るとこの学校は，第三圧延工場付属

300種績に近，，、吸収し亡直接経営もしているG

その機械の製造工場名や製造月日のIム＇ l--~.マ
l、J＇.、，／）《〉、

三JI一、、らプレートのみを見て歩くのであ’ノナニ

多の大学製造の機器や機？去を発見し吋司F Y「F--J
 

J
 

工当たを営中；主！の大学は］単なる学校ではなくー-＼、，
ま立水橋人民公社付属中学で‘あり，中学らであり，む工H｝でもあることを身をもって知♂た。学生は

しかし当然，た解放軍某部隊付属中学でもある。工業労働者でもある単に学業士官むのみでなく，

市立第2:l中学であり‘ rliの教育当局の系列ドにもわけであるc 北京市の西南郊外約五：fロに「北京

この学校が，付属工場として第三圧延工

場を持ら，付属農場として立水橋人民公社を持ち，

軍事組織としては某部隊の兵営でもあるとも考え

ある。

逆に，

この工場の中（二i土，

北京大学の石油化学科の「北大教改工庁Jと呼ぱ

内る「研宅BrJがあり，いわゆる「？とぞtJたt;.，が，

こよi工場運？；打1重要な役割を担ってLることを知

r1i石油化工総庁」があるが，

工1

ミュニティを形成しているといえる。一つの偶で

あり 1，百時に一つの世界を形成している。全体であ

この学校は一つの社会であり，うる。そこで，

日本でL、う高校の参観例主：・W行しよう。

,,_ 
〆＇＇ 1 ベ

，一
〉
j
u
t－

F

＼
 7
 

、1

この学校の運営を決定北京rli第2:iy1学であるが，

する最高山機関は第2:i中学革命委民会である。 これが本来の意味で、の人民公社り，｛［司でもあるつヲー

」

コンミューンであろう。都市でもあり農であり，第三圧の委民会は、解放軍から派遣されたrll人，

軍人でもあり労農業あり工業あり，村でもあり、延工叫，および郊外、立水橋人民公社か九派遣さ

とし火、うるであろう。

(i! l ) 「， j，日 jl庄 Yι中央委 t~ 会心〉プロレタリア文

化大下命！こついてしノ決定J(66・8・8};Hin 〔『北京

｝尽液』 (ifi＇.ド33り］。

Ut 2) 66・4・301ノレノ：ニア党政)ff・fによ印紙jJJ〆

かつ農民でもあるものの原初形態働者でもあり，1[3幹部代

去？紅衛兵代1ミ，校内用務員代表等か九構成され

れた労働す「および農民代表、教師代表ー
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この学校の

学生（主‘立水情人民公社と第三圧延T);l:,［こ日十iilii的、

--＇守
、、岡＂＂＇＇ノ

学生（士広範に労働に参加しており、
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/iii.“・ 6), 

( ,L ,! ) 1(1(;5 :, ii I J l 11 1：人i亡骨（¥c F；ム，＇，ぶi;'.1,l主主

I/ I , Ii _I] t< I I. 人J·-~ I l '.t I i'1山 t I 人i,~ Wr I;'(,:,:, J<:; 
,・,H:-ic iイ •'/"·'l う亡；！＼＿I; R IJ l 'I, i{ ;-, .il;:'; ι l; ::z 
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「人： I~ I：；：」ラ了1,' 1(1・ 日u：ご；民 ijり，I, 「むl/f!!J 9 

I, ,, I',!'.,:, 1' , I，ぃI:.:'t"'r，払 1え 11¥1,';,:・.1 !,).I 1・ IJ 

L’リ iI :: , I 了／、j【； I:,u，「b1)1[,J 10:1ト j.j:'t:,,J,:';i;

人 J11':', ・;,. ,r 九五IJ-'i ,:,, I 1、？と h-~ 

IV む イー
_,_ 
' p、
〕

日l1D:強化WJトソ＇）経法政策：士， 19:11）年かん（il年に

カペ7て ♂） 1去をうけ， ;, ｛ドの期目立を費

して第：： l矢ろ力年；ι！－耐のための析。／こな山ti）を、本

i~l Lた L力、し二円高主りをホ九九て！ーための経済

政策；土、会；j：二七i壬；存主詰第一主義的九： i,りであ

ったど＇＞ JJ[i'lj1士2乏げる三とどなマ ＇：－二》

;:!!1盤強化；切には「Jr~ 人がくんうと合指導つ｝るこ

I ，「、と
こiふに三 とい 7たてまえか；i主流改策しつ！在ijft

に強く、？i::!1‘rzt仔者、 寺門家、 ：ニ1 経済第二

J支1・：＼第一， Jイ） . ' 

rn，喜（1日出（i'；，，二t，っf二。

1tとL、フ；＇・.'.i:1111法：，｛lf13: tう

1,' l・で＇，冷 iぺた。

とL、， f:二日；f干！；ハノl;JIと其に

これら専門家‘学昔、技術

主た t.'5 1 ~ 111 n i文化のtn.

士fヒ大，＇（＿＇イ打はその発端 jトら、 二h九 人民寺Ir)

：二ノ＇.Ji'::r十る ）＿， ，＇）でふ.・，だ p 丈｛ヒ大す；おを；正iJiさせ

工うとし たー；11：：二［土ー世界足初〔ntf＇.＇.＼七五日、 f;rj_f 

をして行本」ヒ誌の！立につ！？ラi"l:oんどむ（iJiん

作Hrj;j］戊 I,iiT府であおとの；雫1,,;)jょ

旬、、－ --r↓ザ

ιごぷソ＼〈れ伝、c

二7.l九

fゾ，.，

[fj宗のわらふるイ王済機構の1-ptL｛にふって主務に

三＇：っている、ば術者，専門家，経済誌 f）；官僚市の，

60 

その業認主義や技術主義あるL、は能率主主主が再／＇I

を要求もされたのが文化大革命であるとするなら

は文革はまさに経済政策の全分野にも計り知わ

ない昔；空Pをもつものであった。

モ沢東主席の f五・七指示jは，！手にi主流建設

(f)ff1示にとど士らず， むL7，それは‘ i玉I＆り

)Ji；とi,＇，、う eこ3ものであろう。 nil干の百li7.i＇心だ

けのJむ庄では限定的側面しか栄f足しえぬものであ

入う＂経済 fil日値ft、貝ljどか手lj潤率といった経済円分

野に属する価値観上りもj点i次元の指原として三大

}:.8-1;の縮少や戦争：準僚についての適否がその中で

：！とめられたからである。

L ／こ 7.)；、守）亡 士卒期の経済政策；土iたして第一義

（！（：］ に， «I;J'r ＂~1J れを求th ｛， ものではなくな ・たっ直

説的仁、役入2rf出のlt十てや製品にけ十る投下労

{fiJII与問の比率そ，経済政策の指標左する三をはむ

L Fちtit・刊されるこ正どな..，たc

正文1-fijtn；命はつ：Eると三ろ，経J斉と｛士H交汗lfl i¥J 

ぺピ2托のfて，1Jn Ff空にすぎず， その政治H(fJ；と従属

一「べきであり， その政治日的に沿わぬ経済政策a

¥'11］えそれ方、、かに物質的に効率的であ乃う土も存

主さる J こさである土の主張であろう。

~＿！よる政7MH］には異なる経済政策があるのは

あんう。経済政策の適否やその効率i土， i主

r＆を古；i号される政治R標によ勺て判！折・ J測さ jτ

みベき仁のであ乃う。

,Jm整強化！拐の経済政策は， 三大差異の縮少や戦

乍準備にそくわfよいものと、文革推進派に工って

JJt'!'ljされたη たとえそれが第3次与力年計同のた

めに経済のif)jまりを準備したとしてι，その経済

If{ :1:; （！）下；二作際的技術・業務官［〈です（：IJ；育士九

ρ；古＂J:E＇.、込むれのとのtrl*IJがふさJL-/：こ。

ソJ'主

1,fl一人格における過度の分業・寺門化や，各地

域における過度の分業専門化を否定的に捉え，分



業・専門化に対する挑戦ともいえる「五・七指示」

の展開は，とりもなおさず，西欧的近代化への挑

戦でもあるし，極言するならば人類未踏の試みへ

の挑戦ともいえるものかもしれない。

それは，製品を分子とし，投下労働時聞を分母

とする生産性指標において，分母である労働に対

し，全人格的発展を期待し，三大差異の縮少を期待

し，それを織込んだうえでの分母であることを求

めるものである。故に，物質的な生産性の低さや

能率の悪さを時には我々に示すかもしれない。そ

れは，余りにも高速な理想主義に走るものとの批

判を容易に受けるものでもある。またあたかも，

人民公社化を「生産力をはなれて生産関係を語る

もの」，「せっかちな冒進，主観的唯心論の錯誤」

と述べた孫治方の発言を再び容易に登場させうる

調査研究双書

谷川 久 編

アジア諮 問の 契約 法

342日 1700円

阿部広治縞

ラテン・アメリカ経済発展論

374以 2200円

野村浩一・小林弘二編

中国平命の展開と動態

332よi2000円

ものかもしれない。

その意味で「玉・七指示」への指向が，中国社

会主義建設の指針から後退するとするならば，そ

れは文化大革命の掲げた理念の後退であり，この

指針が失われるとするならば，文化大革命は，「失

われた革命Jと呼びうるものとなり終わることを

意味するかもしれない。

そして短期的にはそのような批判を受ける可能

性は大きいように思われる。何故ならば， 「五・

七指示」の試みは，人類未踏の試みであるだけに，

前途は多難であり，ともすれば，西欧近代の歩ん

だ道に回帰する可能性も強いからである。旧来の

道は人類がすでに拓いた道であり，西欧がすでに

歩んだ安易な道だからである。

（調査企画室）

アジア経済研究所刊行

韓国， Fイ，フィリピン，台湾，インドネシア，インド，

オーストラりアの契約法を大陸法系と英法系に分けて比

較検討し，国際契約に関する諸問題を国際私法の面から

分析し，さらに各国の契約法の概要及び特色を述べる。

アメりカ合衆国に於るラテンアメリカ研究史を中心に，

ラテンアメリカに関する涯論的成果の批判的検討を試み

ながら，「各国の経済発展の諮問題J，諸特徴を論究し，将

来のラテンアメリカ研究に幾多の問題を提起している。

本書は，中関革命を政治史的側面からアプローチしたも

ので，革命の過程を動態的に描いて中国革命に潜む問題

点をマクロ， ミクロの両面から鋭くえぐり出す。中国に

ついての正しい認識と恕解の一助となる好著である。

アジア経済山収会発売
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